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私ごとですが、役職定年のため校長職を終えることになりました。たいへん寂

しいです。生徒はすでに還暦を祝っていただいたころから知っていたようです。

人事異動の公表は 3月 30 日の朝刊ですので、それまでは次の校長については申

し上げられませんが、私よりもうんと素敵で見識のある方です。 

これまで皆様方からいただいたあたたかなことばは決して忘れられません。

感謝しても足りませんし、どう言葉を尽くしたらよいかわからないほどです。 

東中校区は本当に美しく素晴らしいところでした。優しくて温かいお人柄の

人ばかりでした。地域に恵まれました。保護者の皆様に恵まれました。 

そして、こういう地域の中、家庭の中で育ってきた子どもたちですので、素直

で優しい子が多かったです。やるべきことをきちんとやり、生活を律する、自律

したまじめな子がびっくりするほど多かったです。 

校訓「誠実」を目指す教育活動を継承することを第一としながら取り組んでき

ました。授業に真剣に取り組む姿、行事で熱く燃える姿、地域に出てボランティ

アをする姿、礼儀正しい姿、はち切れる笑顔、愛くるしい微笑み、遠くを見つめ

歯を食いしばる顔などなどたくさん目に焼き付いています。素晴らしい生徒に

恵まれました。 

さらに、手前味噌ではありますが、先

生方もフットワークの軽い先生方ばか

りで、チームワークもよく、助け合う雰

囲気があり、寝食を忘れて取り組む先生

ばかりで、私は本当に恵まれました。終

業式の後に職員からは巨大な感謝状

（写真）などをいただきました。もった

いない限りです。本当は逆に私から一人一人に感謝状を渡したいくらいです。 

とにかく学校に関わる全ての方々に恵まれていました。 

どう恩返しをしたら良いものか、思案しても答えの出ないまま、4月を迎えそ

うです。第２、第３の人生のどこかで必ずや恩返しをしたいと思っています。 

別れは出会いの始まり。新入生 117 名を迎え、全校生徒 328 名で令和６年度

の東部中がスタートする予定です。1 年生は通常クラスが 4 クラスになります。 

 

夢にような４年間でした。 

では、本号をもちまして４年間にわたる拙い「校長室便り」を閉じます。 

お世話になりました。深く深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

皆さーん、お元気で      


